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宫本 百合 子 



せ だのと、 ヮャ ヮャ大 騒動 をして いると、 やがて 一人 

の 子供が 突き抜け そうな 声で、 

「あれ！ 見ろ よ、 あら！ あら！ 山から もう 一 つ 

お 月 様 あおで きな すった」 

と 怒鳴った。 

見る と、 ほんと に、 朱色のお 月 様の 後の 山際から、 

淡 金色の すがすがし いもう 一 つのお 月 様が、 夕 暮の空 

きら 

に 後光 を燦 めかせながら、 しずしずと お出な さる …… _ 

ところが、 いやはや、 何とも 痛み入った ことに は 今 

が 今まで、 松の梢に 悠然と 構えて 下司 共の 大 評定 も 知 

らぬ 顔に、 夕風 を あてて いた 朱塗のお 月 様 は、 その 声 



手 欲しそう にあたり を 眺め まわして いた。 和尚さん が 

留守な ので、 納所の 方 も ひっそり 閑と して、 どこかで 

寺男の 藁 を 打つ 音が、 木魚の ように 聞え る。 

+5 な 

ときどき 思い出し たように 演を 啜り 上げながら、 当 

もな くさ まよって いた 彼の 眼 は、 やがて フト かなたの 

鐘楼の 中に、 大きな 体 をのつ しりと 下って いる、 鐘の 

上に 吸い つけられた。 

まだ 子供だった 彼に、 鐘楼 は 禁断の 場所であった。 

火事 か、 異変の あつたと きで でもなければ、 刻限 以外 

の 鐘は撞 かない ことにな つていた 時分の ことで あるか 

ら、 いくら 可愛がつ ている 三郎 坊主に も、 鐘 だけ は 触 



としてい る。 

生れた ときから、 狸に 腕 を 折られた 彼と して は、 実 

際、 簡単 明瞭す ぎる。 彼に 聞いても 言わない し、 周囲 

の 者 も 知らない。 

私 はた だ、 箱屋へ 一 年 半 ほどいた 後、 漢法 医の 下男 

に 入り、 また そこ を 出てから、 「屋 大工」 の 年季に 入つ 

たこと だけ を 聞き 知つ ている のみで ある。 

箱屋へ 行った の は、 稼ぎ を 覚える ためで ある。 漢法 

医の 世話にな つたの は、 工合の 悪い 右の 肩が、 時候の 

変り 目、 変り 目に いたむ の を 手 療治す るた めであった _ 

主人 は 親切な 人 だし、 仕事 は 楽 だし、 手当て はした 



いだけ 出来る し、 彼に とって はこの 上ない 処 であるべ 

き はずな の だが、 ただ 一 つの ことが、 やがて 彼 を そこ 

から も 飛び出させて しまった。 いくら 下男で も、 薬草 

刻み をす るから に は、 医術の 初歩 を 知らねば なるまい 

という、 主人の 親切気が、 彼に とって 蛇より 化物より 

嫌いな 書物 を あてがわせ たからで ある。 

「何々 の 病気に は、 かれこれの 草 を 煎じて 服すべし。 

それでも 利かざる とき は、 なお、 何々 を 用うべし …… 

まんで は あ、 雛 形と、 ちっとも 違わね えこった、 ハハ 

ヽ ヽ I 

ノノ」 

彼 は 今でもこう 云つ て は 笑う からよ ほど その 方 則が 



また 生れつきで、 曲った こと は、 兎の毛で 突いた ほど 

も 黙つ て いられぬ 性分 だとい うような 意味の こと を、 

何 かにつ けて 云った もの だそう だ。 

それ 故、 ある 意味に 於て は、 他律 的に も 彼 は 「竹 を 

わった ような」 男に なり、 一度 頼んだら 大丈夫な 三郎 

どんに ならなければ ならない。 

この 周囲の 状況と、 彼の 何者に も 負かされる 心配の 

ない 腕力と、 天性 授けられ ている 大まかな、 こせつ か 

ない 心持ちと が、 どうしても 彼を俠 客の ような ものに 

せずに は 置かなかった。 

従って、 他の 百姓、 大工と は どこか 違った 生活が I 



I たとえば、 物 争いに 鳧が ついた 祝 酒 や、 振舞 や、 近 

所の 村の そういう 仲間との 交際 —— 目に 見えな く 彼の 

地味 さ を 失わせて 行った。 

金銭の ことな どに ついても、 そうは 焦慮せ ず、 入る 

もの は 入る がいい、 出る ものなら 勝手に 出ろ といった 

調子 だし、 他の 者の ような 追従 や 世辞 は 一 言 も 云わな 

い。 思った まま を、 浮んだ なりの 言葉で 云う。 

それに 対して、 人が あまり かれこれ 云わない ことが、 

彼の 美点 —— 自分 を ちっとも 被わない。 ありのままで 

暮 すすべ ての 心 持 を 助長 するとと もに、 或る 一 部から 

の 反感 を 免れなかった。 



むま まの 形式で 話す。 悪口 を 云いながら、 わがまま を 

しながら、 山 沢の 旦那 様に は、 命も惜 まない 愛情 を 彼 

は 感じて いたので ある。 

七 

彼の 山 沢さん に対する 愛情 は、 相手が 山 沢さん だか 

ら というの でもない し、 主人と 使われる 者との 間に は 

とかく ありがちな、 因縁ず くの 諦めな どで は、 無論な 

ヽ o 

レ 

彼 自身、 自覚した かしない か は 分らない が、 堅い 言 



葉で いえば、 「己 を 知る 者の ために 死す」 心 持が、 彼と 

山 沢さん との 間に、 靄 然として 立ち 罩め ていたの であ 

る。 

彼の 強情 を 理解し、 制御す る だけの 強情 は 自分 も 持 

ち、 長所に 依って 彼の 欠点 を 寛恕して 行く だけの 力 を 

持って いた 山 沢さん を 見出した こと は、 彼に とって ほ 

ん とに 仕合わせな ことで あ つ た。 

彼 はしばしば 自分 を 満足す るよう に 使 つ て くれる の 

は、 山 沢さん 以外に この 世界で は 一人 もい ない こと を 

思う。 そして、 その 人の 死後の 自分に、 幾分 か 心 淋し 

、， '頃 像 をす る。 



あまりい い 心 持で、 馬鹿にな りそうだった というの 

は、 ほんとの ことだろう。 

な ます 

近所の 見すぼらしい 茶屋で、 鯰の 干物と いう 恐る 

べき もの をお 菜に、 持って来た 握り飯 を 食べる と、 荷 

を 解いて 最初に 水深 を 計る ことにな つた。 

幾 里 四方と いう 大 湖の 水深 を 調査す るのに、 たかが 

人間の 背の 立つ ところまで、 不正確 至極な 尺度 か 何 か 

で 計った という こと は、 私に はどうしても 信じられな 

ヽ o 

レ 

いくら、 まだち よん 鬍が ざら にあった 時代 だと は 

いっても、 あまり のんきす ぎる。 開墾 事業に 尽瘁した 



いて 考える ので も、 云う ので もない。 

「俺の 強情 を、 取つ ぶせ たな あ 旦那 様 一人 だハハ ハハ、 

今時の 者 にゃあ、 ちいつ と 手強え 爺 だな」 

主人 を 失った ブルドッグ のように、 彼 は 傲然と 哄笑 

する 

淋しい 淋しい 心 持が、 シン シンと 胸に 滲み込んで 来 

て も、 旦那 様のお 墓の 前で なければ、 彼 は 涙 を 見せな 

ヽ o 

レ 

俺の 涙 を 見せて やる 者 あいね えとい う 彼の 心 持 は、 

彼のみ が 知り、 旦那 様の みが 知っていた ものであった 

こと を、 私 は 彼の ためにい とおしく 思う。 
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